
　　会計名

　　　　　 収益的

　　　　　 資本的

　　　　　 収益的

　　　　　 資本的

収入額  　 

１０億２，４６４万円

１，８５４万円

６億 ８７９万円

２億２，７６３万円

支出額   　

５億３，９５０万円

１億９，１１６万円

５億６，７２６万円

４億１，８８７万円

ガス事業

水道事業

※金額、数量は表示単位で調整しています。

※資本的支出に不足する額は、過年度分
　損益勘定留保資金などで補てん

　　　　会計名

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

後期高齢者医療

公共下水道事業

農業集落排水事業

歳入総額　　

２９億５，３６４万円

１億１，２８３万円

３億１，５５１万円

１３億１，５８８万円

４億４，４５７万円

歳出総額　　

２９億３，６２２万円

９，５９６万円

３億１，３１３万円

１２億９，０１６万円

４億３，７２４万円

実質収支  

１，７４２万円

１，６８７万円

２３８万円

２，１１５万円

７３３万円

繰入金

地方譲与税及び各種交付金
７億２，６１１万円　４．８％

県支出金
１０億４６２万円　６．７％

市債
１３億７，０５２万円　９．１％

市税　２７億８，９６３万円　１８．６％

分担金及び負担金、使用料及び　　
手数料、財産収入、寄附金、繰入金

１３億５，９６７万円　９．１％

諸収入
４億２，５１４万円　２．８％

地方交付税　５７億９６８万円　３８．１％

国庫支出金
１３億４，１５１万円　９．０％

人件費　２１億５，１７３万円　１４．６％

扶助費
２３億１，２０５万円　１５．７％

公債費　２０億８，９６０万円　１４．２％

普通建設事業費
１５億１，４８２万円

１０．３％災害復旧事業費
　６１３万円　０．０％

物件費　２５億１，６９７万円　１７．１％

維持補修費
１億８，５４５万円　１．３％

補助費等　８億９，９３８万円　６．１％

積立金
５億２，６１０万円　３．６％

繰出金　１８億９，０３３万円　12.9％

投資及び出資金、貸付金
６億１，１４０万円　４．２％

自主財源自主財源
3２.３％3２.３％

自主財源
3２.３％

依存財源依存財源
6７.７％6７.７％

依存財源
6７.７％
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令

問　総合政策課　財政班☎４３-７５０９

財政調整基金積立金　　　９，５３０万６千円…⑧

繰上償還額　　　　　　　　　　　　３千円…⑨

財政調整基金取崩額　４億９，９４４万６千円…⑩

実質単年度収支（⑦＋⑧＋⑨－⑩）

　　　　　　　　　△３億５，９３８万６千円

歳　入　総　額 　　　１４９億９，３８９万９千円…①

歳　出　総　額　　　 １４７億　　３９５万７千円…②

差引（①－②）　　　　　２億８，９９４万２千円…③

翌年度へ繰り越すべき財源　　５，５２５万８千円…④

実質収支（③ー④）　　　２億３，４６８万４千円…⑤

前年度実質収支　　　　　１億８，９９３万３千円…⑥

単年度収支（⑤－⑥）　　　　４，４７５万１千円…⑦

令和元年度の主な事業

１．快適に暮らせるまち

　　風力発電施設ゾーニング事業・・・４，６１８万円

　　象潟大竹線道路整備事業・・・３，３７３万円

　　橋梁補修事業・・・１億９５５万円

　　住宅リフォーム推進事業・・・１，０８１万円

　　消防団施設・機器整備事業・・・３，０８３万円

　　土砂災害ハザードマップ作成事業・・・５４８万円

２．子育てしやすいまち

　　保育料・副食費助成事業

　　　　（市単独軽減分）・・・９，２８５万円

　　福祉医療費助成事業（市単独分）・・・４，６６９万円

　　母子保健事業（妊娠期からの相談支援）・・・４９５万円

　　象潟小学校プール施設改修事業・・・２，４４３万円

　　プログラミング学習推進事業・・・１３４万円

３．高齢者が元気なまち

　　高齢者声かけ見守り巡回事業・・・３１４万円

　　地域支援事業・・・２，５５９万円

４．若者に魅力のあるまち

　　移住・定住・Ｕターン促進事業・・・９８８万円

　　企業人材育成支援事業・・・１６３万円

５．人と文化が豊かなまち

　　３Ｄプリンタープロジェクト事業・・・１５３万円

　　象潟野球場改修事業・・・２，１２９万円

　　屋内運動施設整備事業・・・１億８７５万円

６．稼ぐ力が強いまち

　　メガ団地等大規模園芸拠点整備事業・・・４，４１７万円

　　農地集積加速化基盤整備事業・・・９，５２４万円

　　漁港施設・漁場整備事業・・・２，８３１万円

　　企業立地用地取得・造成事業・・・２億６，５６８万円

　　中小企業振興資金融資あっせん事業・・・４，８０７万円

　　誘客促進事業・・・９０２万円

７．市民と行政が協働でつながるまち

　　ふるさと特産品ＰＲ事業・・・１億７，３４４万円

　　旧上郷小学校利活用事業・・・２，０３４万円
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般
会
計
決
算
状
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　にかほ市の貯金にあたる「財政
調整基金」は、突発的な災害によ
り生じた減収の補てんや緊急を要
する経費に備えるため、また、年
間の財源の不均衡を調整するため
に設置している積立金です。
　令和元年度末においては、ガス
事業会計の廃止に伴う資金貸し付
けにより、前年度比で約４億円減
少しました。令和２年度末には同
貸付金の返還等により、２３億円
程度まで増加する見込みです。

財政調整基金の状況

　財政状況が良好かどうかを示す指標
に健全化判断比率があります。国が示
す判断基準により、市の財政が「健全
団体」、「早期健全化団体（要注意）」、
「財政再生団体（破たん）」のいずれ
の状態にあるかを判断することができ
ます。
　にかほ市では、いずれの指標も「健
全団体」とされる範囲内となっていま
す。

にかほ市の財政状況

繰越金
２億６，７０２万円　１．８％

義務的経費義務的経費
４４．５％４４．５％

義務的経費
４４．５％

投資的経費投資的経費
１０．３％１０．３％

投資的経費
１０．３％

その他その他
４５．２％４５．２％

その他
４５．２％
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令和元年度

財政調整基金（貯金）残高の推移 （単位：億円）

実質公債費比率
（財政規模に対する借金返済額等の割合）

将来負担比率
（財政規模に対する将来負担すべき実質的な負債の割合）
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令和元年度

16.1％

9.6％

9.7％

9.2％

185.1％

77.3％
72.7％

79.1％

破たん：３５％
要注意：２５％

要注意：３５０％

一般
会計歳入 １４９億９，３９０万円

一般
会計歳出 １４７億３９６万円


